
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

現　計
予算額 0 0

補　正
要求額 2,166 0

2,166 0

　岐阜県におけるグリーンツーリズムを中心とした都市農村交流を推進するために設立さ
れた（一社）ぎふの田舎へ行こう推進協議会の活動を支援する。
＜（一社）ぎふの田舎へ行こう推進協議会の主な活動＞
・都市農村交流の情報発信
・都市農村交流に係る人材育成や連携強化など受入体制の整備
・移住・定住部局や観光部局との連携やインバウンド対策への対応
・農泊相談窓口の設置
・地域の農業者等と連携する農泊の取組への支援

0 0

2,167

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 2,167 0

事業費

6,500

寄附金

0

一　般

電話番号：058-272-1111(内4176)

事 業 名

(現計予算額： 0

農政部　農村振興課　農村企画係 

県　債
収　入

その他

予 算 要 求 資 料

令和７年度３月補正予算 支出科目 款：農林水産業費　項：農業費　目：農山村振興費

 ＜財源内訳＞

E-mail：c11427@pref.gifu.lg.jp

千円)

都市農村交流推進事業費補助金（Ｒ８分）

１ 事 業 費  補正要求額 6,500

財 源 内 訳

  テレワークの普及など、都市住民のライフスタイルの変化により田舎暮らしへの関心の
高まりや、田園回帰の動きなど、日本の農業や農村への魅力が再認識されており、岐阜県
の農村地域の持つ多様な地域資源を活かしたグリーンツーリズムを推進していく必要があ
る。
　また、農山漁村での農家民宿・古民家での宿泊や農林漁業体験により、その土地の魅力
を味わってもらう農山漁村滞在型旅行である「農泊」ビジネスが農山漁村の活性化及び所
得向上につながるとして注目されている。
　そこで、現場のニーズにより迅速かつ的確な支援を行うために、グリーンツーリズムや
農泊を推進する協議会である、（一社）ぎふの田舎へ行こう推進協議会の活動に対し支援
を行う。

（２）事業内容

0 0 2,167 0

２ 要 求 内 容

6,500

財　源

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0

2,167

0

決定額

0 0 0 0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

6,500合計

事業内容の詳細

　ぎふ農業活性化基本計画の計画期間であるR12まで実施する。
（２）国・他県の状況

３ 事業費の積算 内訳

補助金

　無

都市農村交流推進組織運営費6,500

決定額の考え方
　

　「清流の国ぎふ」創生総合戦略
  「ぎふ農業活性化基本計画（仮称・令和８年３月策定予定）」

　補助率　定額：6,500千円／年
　　　　　県内全域を対象とした活動を支援するため、県負担とする。

事業内容 金額



□

■

・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R6年度
実績

―

R5年度
6,258

補助事業の概要 （目的） 岐阜県内の農村地域のおける都市農村交流を促進
し、都市住民等の体験者や岐阜県への移住者、新規就農者の
増加を図る。

（内容） 県内全域を対象とした都市農村交流活動推進に係る
経費の助成

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名 都市農村交流推進事業費補助金
補助事業者（団体） （一社）ぎふの田舎へ行こう推進協議会

（理由） 県下全域でグリーンツーリズムの推進に取り組む唯
一の団体であるため

　自然、文化など農村の豊かな地域資源を活かしたグリーンツーリズムや農泊を推進
することで都市と農村との交流を促進し、農村地域の活性化を図るため、（一社）ぎ
ふの田舎へいこう推進協議会を支援して人材育成やネットワーク強化などの受入体制
づくりと効果的な情報発信を図るとともに、都市住民に農村地域の魅力を発信するこ
とで、農村に人を呼び込み、農村機能の維持を図る。

補助率・補助単価等 定額・定率・その他
（内容） １０／１０：上限6,500千円
（理由） 県施策の推進を図るため、必要相当額を助成する

補助効果
・岐阜県における農林漁業体験者数の増加
・岐阜県への移住者、農村関係人口の増加

終期の設定 終期　令和12年度
（理由） 「ぎふ農業活性化基本計画（仮称・令和８年３月策
定予定）」

（事業目標）

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R7年度 R8年度 終期目標
(R6 ) 目標 目標 (R12) 達成率

―

補助金交付実績
（単位：千円）

R4年度 R6年度
6,333 6,500

「GIFU-DO農泊」
の年間延べ宿泊
者数 ― ― 7万人 35万人



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（これまでの取組内容と成果）

令
和
４
年
度

　（旧）「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会への活動支援により、岐阜県のグ
リーンツーリズムの情報発信、研修会、農泊相談窓口設置等による受入体制の整
備が図られた。グリーンツーリズムネットワーク大会が山県市で2日間に渡り開
催され、多くの実践者が参加し会員の交流と情報交換が図られた。

指標①(農林漁業体験者数) 目標：300千人 実績：178千人  達成率：59.3 ％

令
和
５
年
度

  （旧）「ぎふの田舎へいこう！」推進協議会への活動支援により、岐阜県のグ
リーンツーリズムの情報発信、研修会、農泊相談窓口設置等による受入体制の整
備が図られた。グリーンツーリズムネットワーク大会が郡上市で2日間に渡り開
催され、多くの実践者が参加し会員の交流と情報交換が図られた。

指標① 目標：300千人 実績：267千人  達成率：89.0 ％

令
和
６
年
度

(評価) 　民間団体と連携してグリーンツーリズム推進の取組みを効率的に実施して
いる。

１

  （一社）ぎふの田舎へいこう推進協議会への活動支援により、岐阜県のグリー
ンツーリズムの情報発信、研修会、農泊相談窓口設置等による受入体制の整備が
図られた。グリーンツーリズムネットワーク大会が揖斐川町で2日間に渡り開催
され、多くの実践者が参加し会員の交流と情報交換が図られた。

指標① 目標：300千人 実績：276千人  達成率：92.0 ％

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) ・地方分散・田園回帰の流れが加速している中、都市農村交流の更なる推進
が求められており必要性は増している。

３

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価) 　グリーンツーリズムの推進を民間団体と連携することにより、現場のニー
ズに合った支援が実施されている。

２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　地方分散や田園回帰といった大きな流れを的確に捉えるためにも、取り組みを継続
すべきである。今後も、県内におけるグリーンツーリズムのとりまとめ役として、重
要な役割を担う必要がある。

（今後の課題）

　ぎふグリーンツーリズムの情報発信や、観光、移住定住施策との連携の強化が必
要。また、インバウンド向け農泊ビジネスへの対応が求められている。

（次年度の方向性）


